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第３回北広島市学校施設長寿命化計画策定検討会議録 

 

日 時 令和元年 12 月 18 日（水）17 時 00 分 ～ 18 時 30 分 

会 場 市役所１階多目的室２ 

出席委員 安藤座長、安藝委員、荒川委員、折内委員、高橋委員（※代理出席）、 

塚﨑委員、津谷委員、野澤委員、吉田委員（※代理出席）、吉本委員 

欠席委員 設楽副座長 

市出席者 （市教育委員会） 

下野教育総務課長、本宮主査、今井主任 

（市建築課） 

牛島主査 

（市教育委員会業務受託者） 

日本データーサービス株式会社 

傍 聴 者 １名 

 

１  開  会 

○委員の過半数が出席していることから、検討会議が成立していることを確認し、開

会。 

 

２ 議  題 

（１）資料説明 

○事務局から、資料に基づき、劣化状況調査の修正と計画素案について説明。 

 

（２）意見交換 

①北広島市学校施設長寿命化計画素案について 

【劣化状況評価の修正について】 

 ○事務局から、各学校施設の劣化状況評価の修正の経緯及び第２回会議別紙資料１の

取扱いについて、次のとおり説明。 

  ・劣化状況評価の修正は、①第２回会議後に新たな資料が見つかったこと、②国か

ら示された評価方法の解釈について再整理したことによる。 

  ・①については、新たな資料にある修繕履歴等を評価に反映させた。 

  ・②については、内部仕上げ、電気設備、機械設備について、資料３のとおり大規

模改造の有無や大規模改造からの経過年数等で各学校施設の一次評価を行い、そ

の上で、修繕・改修や点検の履歴、現地調査の結果を反映させることとした。 

  ・本来であれば、第２回会議前に整理すべき課題であり、第２回会議別紙資料１か

ら修正が生じたことについてお詫びする。 

  ・第２回会議別紙資料１については、完成した計画との混同等を避けるため、市ホ
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ームページ上、非公表扱いとさせていただきたい。 

 

【現地調査結果の再整理について】 

（Ｃ委員） 

・事務局から示された劣化状況評価の修正に係る取扱いについて、意見や質問等があ

れば発言いただきたい。 

 →各委員から意見等なし。 

 

（Ｃ委員） 

・個別の学校の評価結果の変更について、意見や質問等はあるか。 

 →各委員から質問、意見等なし。 

 

【計画書素案について】 

（Ｃ委員） 

・長寿命化型パターン２の試算について、計画書に示された判定のフロー図に沿って

各校を判定した結果という認識で良いか。 

 →認識いただいたとおりである。（事務局） 

 

（Ｄ委員） 

・施設の質が上がれば、結露や機器の故障などに伴う教員の対応が減り、働き方改革

にも繋がる可能性がある。この計画には、こうした観点からも期待している。 

 

（Ｂ委員） 

・計画の進め方という視点で、設備などの内部改修の際、可能な限り規格を揃えて進

めていくことができると良い。例えばカーテンなどの規格が統一されていると、改

修対象校で廃棄となるものが、改修待ちとなっている学校で再利用することも考え

られる。 

 このような視点も踏まえて、個別の学校を改修するということではなく、市内の学

校全体について、効率的に改修を進めるための視点にも配慮していただければと思

う。 

 

②今後のスケジュール 

 ○事務局から、今後のスケジュールについて説明。 

 

 

３ 閉  会 

 ○事務局から、後日、会議録の掲載と第４回会議の日程調整を行う旨を説明し閉会。 

 


